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在宅医療連携拠点推進事業
地域包括ケアモデル事業（医療・介護一体提供モデル）

Ｈ26年度
豊明市の地域包括ケアへの
取り組みについて
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豊明市役所健康福祉部高齢者福祉課

藤田保健衛生大学との包括協定
地域包括ケア中核センターとの協働事業

・訪問看護ステーション
居宅介護支援事業所
を開設

・大学機能を生かした
多職種の地域人材育成

・地域に対する介護予防
事業
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ＵＲ都市機構との包括協定

・超高齢社会に向けた団地の地域の医療福祉
拠点化に向けて
包括協定締結

・全国１００団地
拠点に選定
（中部エリアでは
唯一）
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ICT  在宅医療・福祉統合ネットワーク
「いきいき笑顔ネットワーク」の運用

・在宅医療介護
連携へ向けた
ＩＣＴによる
多職種連携
チーム支援
・運用
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豊明市の地域包括ケアに関する特色豊明市の地域包括ケアに関する特色
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◆医療福祉に関する社会資源が豊富。

◆「いきいき笑顔ネットワーク」の安定運用。
◆以前から在宅医療福祉連携に取り組ん
できた基盤がある。
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代表者会議

多職種人材育成研修
プログラム検討会

多職種連携や人材育成研修
内容の協議
〔藤田保健衛生大学との協働事
業〕

同職種による情報共有等
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同職種勉強会

病院から在宅生活への移
行時の関係機関同士の
連絡調整情等について情
報共有・体制整備

入退院
調整部会

見守り・生活支援の具体
的なサービスや取組みにつ
いて、市民参加のもと検討

見守り生活
支援部会

いきいき笑顔ネットワーク
運営委員会

ICT医療福祉
連携部会

地域包括ケア推進体制の整備地域包括ケア推進体制の整備

生活支援・介護予防の

協議体の設置

ＮＥＷ

豊明市地域包括ケア連絡協議会
地域包括ケア体制構築に向けた各部会の取組状況の報告と課題の検討
平成２６年４月設置 地域ケア会議の施策検討レベル会議として位置づけ

目的
１独居高齢者の孤独死・孤立死予防
２緊急事態への早期発見・早期対応
３高齢者の健康づくり

取組み内容
１－見守りセンサー（人感センサー）機能
２－緊急センサー機能（ＧＰＳ付）
３－万歩計機能

対象者合計４００名
・いきいき笑顔ネットワーク登録者
・主に市内の独居高齢者

見守り用センサー
「Mi-Look」
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いきいき笑顔ネットワークと
見守りセンサーを活用した「見守りサポート事業」
いきいき笑顔ネットワークと

見守りセンサーを活用した「見守りサポート事業」

支援

支援

相互相談

★今後の課題★
・利用者負担をどうするか？
・見守りの一部委託化や
親族による見守りも検討
・他の見守りサービスとの整理統合

CM
主治医

①緊急情報の発信

包括支援
センター

薬局
訪問看護

入院医療機関

支援

行政

③支援チームの中で
緊急かけつけ対応

②いきいき笑顔で
緊急事態を情報共有
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豊明団地における地域包括ケアの取り組み
（自治会・市・UR・藤田保健衛生大学の協働事業）
豊明団地における地域包括ケアの取り組み

（自治会・市・UR・藤田保健衛生大学の協働事業）

豊明団地自治会

地域の医療機関

豊明団地高齢者 民生委員

豊明市北部地域
包括支援センター

豊明市

藤田保健衛生大学
地域包括ケア中核センター

生活支援アドバイザー

◆暮らしの保健室設置（空き
店舗活用）
◆学生の入居を促進
◆介護予防事業の実施
◆学びの場の開設

◆見守り・生活支援体制の構築
◆包括支援センターブランチの
設置を検討
◆病後時保育施設の検討

◆健康寿命サポート住宅への改
修
◆若者世代入居促進（U29割引、
IKEA改修モデル住居）

UR都市機構

取り組みを進める中で見えてきたこと

とにかく実践してみる。そしてそのつど立ち止ま
り考える。計画したスケジューリングも重要だ
が、予定通りには進まない。取り組みを行って
いくと、今まで見えなかった社会資源や人材、
情報が集まってくる。

取り組みをわかりやすく関係機関や市民に周
知することにより、地域の「強み」が集まる仕
組みに変わる。

市民にとってインセンティブがあると感じられる
内容も必要。

↓

◆市民を巻き込んだ取り組みに向けて、

啓発と意識の共有化を常に意識

ツールの活用もさまざまな事例で実践してこそ、
生きた活用につながる。

制度改正や理想的なカタチを伝えるだけでは、
多忙な医療福祉関係者のアクションにはつな
がらない。

現状に困っている、切実な市民の要望など、具
体的な現状こそ、医療福祉関係者との相互
理解とモチベーションにつながる。

↓

◆さまざまな事例や場面に関わって、

事業がよりよい形に変わっていく

◆地域ケア会議からの課題ボトムアップを
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これからの取り組みについてこれからの取り組みについて

現場主義/実践からのPDCA市民啓発/市民との意識共有


